
　
中
心
市
街
地
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
整
い
、
交
通
も
便
利
で
す
。
そ
こ
は
商
業
の
中
心
地
で
あ
り
、
娯
楽
や
文
化
・
情
報
発
信
や

交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
心
市
街
地
で
は
年
々
住
む
人
が
減
少
し
、
活
気

が
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
中
心
市
街
地
に
住
む
人
を
増
や
し
、
活
気
を
取
り
戻
す
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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既
成
市
街
地
の
周
辺
部
を
中
心
に
人
口
増
加
が
見
ら
れ
、

市
全
体
の
人
口
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
、

昭
和
四
十
年
に
は
四
万
人
弱
の
人
口
が
あ
っ
た
中
心
市
街
地（
中

部
地
区
）は
、
逆
に
減
り
続
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
、
経

済
情
勢
に
よ
り
郊
外
団
地
開
発
が
沈
静
化
す
る
一
方
で
、
再

開
発
や
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
に
よ
り
、
一
部
人
口
が
増

加
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
当
時
の
六
割
の
人
口
と

な
っ
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
①
）。�

　
中
心
市
街
地
に
住
む
人
を
年

齢
別
で
見
る
と
、
全
市
平
均
と

比
べ
て
子
供
の
割
合
が
少
な
く
、

高
齢
者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す（
グ
ラ
フ
②
）。�

　
市
で
は
、
中
部
地
区
の
マ
ン

シ
ョ
ン
居
住
世
帯（
一
、
二
二

九
世
帯
）を
対
象
に
、「
今
後
の

居
住
の
意
向
」に
つ
い
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査（
回
収
率
四
一
％
）を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も

「
中
心
市
街
地
に
住
み
続
け
た
い
か
ど
う
か
」
の
設
問
に
対
し

て
、
回
答
世
帯
の
約
七
割
が「
そ
う
思
う
」と
回
答
し
ま
し
た
が
、

約
三
割
の
世
帯
は
、「
そ
う
は
思
わ
な
い
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
は
、
特
に
生
活
環
境
か
ら
見
て
、
必
ず
し
も
み

ん
な
が「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」と
感
じ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
状
況
も
う
か
が
え
ま
す
。（
※
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
、

都
市
整
備
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
ア
ド
レ
ス
は
、

http://w
w
w
.city.yokkaichi.m

ie.jp/toshiseibi

）�



　
昔
は
に
ぎ
や
か
な
商
店
街
で
し
た
が
、
次
第

に
人
通
り
が
少
な
く
な
り
、
空
き
店
舗
も
出
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
隣
同
士
八
軒
の
地
権
者

が
協
力
し
て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の

市
の
支
援
を
受
け
、
平
成
六
年
に
十
四
階
建
て

の
店
舗
付
き
共
同
住
宅
を
建
て
ま
し
た
。
こ
の

共
同
住
宅
に
は
九
十
六
世
帯
が
入
居
し
、
住
む
人
が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
周
辺
の
空
き
店
舗
に
新
し
い
店
が
入
る
な
ど
、
ま
ち
全
体
が
生

き
生
き
と
し
て
き
ま
し
た
。
�

●この特集のお問い合わせは、都市整備課（　  54-8289）へ�
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そ
こ
に
住
む
人
を
増
や
す
た
め
に
、
道
路
、
公
園
や
緑
地

な
ど
の
基
盤
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
若
者
や
高
齢
者
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
居
住
者
に
対
応
し
た
多
様

な
住
宅
の
供
給
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
�

　
そ
の
た
め
、
市
で
は
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
敷
地
の
共

同
化
に
よ
る
建
て
替
え
や
民
間
の
住
宅
供
給
の
促
進
を
図
り

な
が
ら
、
居
住
者
に
と
っ
て
住
み
や
す
く
な
る
よ
う
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
�
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中
心
市
街
地
は
、
商
業
の
中
心
地
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

市
の
歴
史
や
風
土
、
文
化
の
源
で
あ
り
、
言
わ
ば
、
市
民
に

と
っ
て「
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」で
、
四
日
市
の「
顔
」と
い
う
べ

き
所
で
す
。
�

　
こ
こ
が
衰
退
す
る
こ
と
は
、
市
そ
の
も
の
の
魅
力
が
低
下

す
る
こ
と
に
な
り
、
ふ
る
さ
と
意
識
が
薄
れ
て
い
き
ま
す
。
�

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
下
水
道
、
道
路
な
ど
の
都
市
基
盤
や

公
共
施
設
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
十
分
に
活

用
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
さ
ら
に
、
今
後
、
中
心
市
街
地

に
近
く
、
四
日
市
の
貴
重
な
資
産
で
あ
る「
港
」と
連
動
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
は
不
可
欠
と
な
っ
て
き
ま
す
。
�

●多様な住まい方に対応した住宅供給の促進�
　市街地再開発事業や特定優良賃貸住宅制度
による公的支援などで民間住宅の促進を図る�

　�
●共同化による建て替えの促進�
　お隣り同士が狭小な土地を出し合って共同
化による建て替えを行うための、計画・立案に
対して支援を行い、共同化の促進を図る（四日
市市共同建替等助成制度）�

�
●中心市街地での住宅取得に対する
支援施策�
　住宅金融公庫と連携した融資の優遇策に
より、住宅取得を推進する（都市再生融資）�
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